
学会だより

(1)教育学部関係の人事異動は次の通りです｡

･ 深井文雄先生が,附属小学校から岡山市立雄神小学校にかわられました｡

･ 森金永二先生が,岡山市立浦安小学故から附属小学校に来られました｡

･ 大月一泰先生が,附属中学校から岡山県教育センター-かわられました｡

･ 宮田昌二先生が,附属中学校の理科軒から数学部にかわられました｡

(2)第 12回談話会を,平成 16年6月12日 (土)に,教育学部講義棟 1階5101

教室で行いました｡今回は,r算数科における少人数指導のあり方について｣という話

居で,総社市立常磐ノJ､学校の糸島耕太郎先生の発表及び質疑応答を行いました｡

以下,糸島耕太郎先生の発表及び質疑応答等について,簡単にご報告いたします｡

発表の概要は次の通りです｡

1 本校の概要

2 基礎基本の確実な定着をめざすために

1)生きる力の育成をはかる

2)畳から質への転換をはかる

3)今後の算数の学習を創造的なものにする基礎基本の確実な定着をはかる

3 少人数指導において習熟度別の指導を取り入れた授業の実践1

単元名 比例 (6年生)

1)単元の概要

2)この単元の指導における特徴

3)習熟度別の指導の実際

4)考察

4 少人数指導において習熟度別の指導を取り入れた授業の実践2

単元名 変わり方 (4年生)

1)単元の概要

2)この単元の指導における特徴

3)成果と課居

5 まとめ

授業実践の発表では,単元を通した ｢指導と評価の計画｣を詳細に紹介してくださ

り,少人数指導を単元の終わりに位便づけた例を示してくださいました｡

質疑応答では,子どもがコースを自分で決める手がかりとなる小テストの問題はど

のような観点でつくっているのかや,評価の累積表のまとめ方,少人数指導の各コー

スの指導内容は違うのかといった質問や,子どもの学び合い,精神的な安定という観

点から一斉学習のよさも見直すべきではないか.という意見が出ましたO
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臥 糸島耕太郎先生は,これまでの研究成果と上記研究発表との内容をもとに,福武

教育振興財団より教育奨励賞を受賞されました｡

(3)高杉早苗先生は,長年にわたり教育にご尽力されたことに対して,平成 15年度秋

の叙勲で瑞宝双光章を受章されました0本学会員の栄えある受章を記念して､本学会で

は岡山ロイヤルホテルで ｢瑞宝双光章受章をお祝いする会｣を開催しましたD

なお､高杉早苗先生の教育功労の足跡は､概略次の様になっています0

昭和29年 4月 邑久町外1カ村組合立邑久中学校 教諭

昭和33年 4月 赤磐耶赤坂町立石相小学校 教諭

昭和35年 4月 御津郡津高町立香和中学校 教諭

昭和40年 4月

昭和44年 4月

昭和60年 4月

平成 元年 4月

平成 5年 5月

平成 5年12月

平成 6年 3月

平成 6年 4月

岡山市立福島小学校 教諭

岡山大学教育学部附属小学校 教諭

岡山市立石井小学校 教頭

岡山市立竜之口小学校 校長

岡山県小学校校長会会長及び中国地区小学校校長会会長

文部大臣教育功労者表彰

岡山市立竜之口小学校校長 退職

岡山市教育センター所長

平成9年2月～ 5月 ∬CA (国際協力事業団)の委託を受けてフイリッピン大学

理数科教師訓練センターで ｢算数 ･数学教育｣の講義

平成 15年 11月 瑞宝双光章 受草

(幹事 杉能道明)
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岡山大学算数 ･数学教育学会 10周年に寄せて

岡山大学教育学部附属小学校

森金 永二

この学会が発足して丸 10年が経ち,11年 目を迎えています｡パピルスの編集委員の

1人という立場から学会における思いを事きたいと思います｡

ちょうどこの学会が発足した10年前,新採用の地,新見市から岡山市-転勤してきま

した｡その年,大学の指導教官であった門間勉先生の退官をお祝いする会がありまして出

席したところ,附属小学校での教育実習でお世話になった黒崎先生から ｢この学会に入 り

ませんか｡｣とお誘いを受けたのが入会のきっかけでした｡

新採用からの3年間,教師として日々何をどう実践すればよいのかを模索していた私に

は専門的に算数科を研究するという考えはありませんでした｡黒崎先生に声をかけていた

だいて ｢算数について深く考えるようになりたい｣という気持ちがわいてきました｡

入会と同時に,パピルスという機関誌に投璃 してみませんかと誘われ,研究論文など番

いたことのなかった私は不安に駆られながらも書いてみることにしましたCもちろん黒崎

先生の指導なしではできませんでしたD(パピルスという名前には学生の頃からなじみが

ありました｡数研の学生の研究室では,毎年春にパピルスという研究室の学生を紹介する

機関誌があったのです｡今でもあるのでしょうか｡)また,研究発表会で発表 してみませ

んかと背中を押され第 2回の発表会に出させていただくことになりました｡(その時の研

究論文はパピルス第2号に掲載されています｡)その発表会はまだ教育学部の古い棟の4

階で行われていました｡部屋も狭く暗かったように思われます｡その発表から何年か経ち,

談話会や紙面で名前を載せることが何度かありましたが,その度ごとに会が大きくなって

いくのを見てきました｡現在では,大型のスクリーンやOHP,提示装置やパソコンのプ

レゼンができる設備などかなりノ､- ド面で発展したなあと感じる今 日この頃です｡

そして昨年度の創立10周年記念研究発表会が,｢確かな学力と豊かな心を育む算数 ･
数学教育｣という大会主席のもと盛大に行われましたOその研究発表会では,小中高校と

それぞれで授業公開と研究協議が行われ,2日目には,今話層の尾道市立土堂小学校長で

ある陰山英男先生の記念講演にたくさんの方々のご参加をいただきましたO私は授業と協

議会の記録をさせていただいたのですが,たくさんの方々の授業参観と熱意ある蔑論が展

開されたのを昨日のように思い出します｡また,陰山先生の講演も,｢学力低下が現代に
問うものは何か｣｢今,必要なものは何か｣｢今後のために｣という観点から実践例を上
げて分かりやすくお話ししていただきましたCその中で ｢基礎基本の力というのは,実は

学力に限らない｡体力の低下や気力の低下など,子どもたちががんばれなくなっている｡｣

という言葉が印象的でした｡これでは.現代の教育はどうなっていくのだろうと不安を覚

えましたが,許演の最後に ｢実践は,成果が出るまでは孤独な作業であるO しかし.子ど

もの成長を願 う人々の気持ちあるかぎり,やがて評価は定まっていく｡それまで,時間は

かかるがねぼり強く取り組むことが何より大切 と考える｣と耳にした時,これからの希望

がわいてきました｡微力ながらも算数 ･数学教育における自分の存在意義を感 じることが

できましたO

最後に,これからも岡山大学算数 ･数学教育学会のますますのご発展をお祈 りして終わ

りにしたいと思います｡
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岡山大学算数 ･数学教育学会創立10周年記念事業

小学校 公開授業 研究協議記録

《授業者の反省》

杉野 (4年生 :ジャンプコース)

･本時から2コースに分かれて少人数指導
を行っている｡

･指導案のあ.い.うの考えを話し合いで

いの考えのよさに収束できなかった｡他

の問題でよさを感じさせたい｡

深井 (4年生 :パワーアップコース)

･比較的算数に対して苦手音識を持ってい

る児童を担当した｡

･一つずっていねいに計算に生きる ｢見積

もり｣と筆算を結びつけることを大切に

指導した｡

･⑳や①を持たせて操作的な活動をもっと

取り入れればよかった｡

鈴木 (6年生)
･4/5×1/3という分数×分数の初め
ての指導であった｡分母同士,分子同士

をかけることは次時で一般化させたい｡

･1/3の場合では,基準点のいくつ分で
答えが求められることを大切にした｡

･面積図は1/3がこのあたりになること
が分かっていても,基準丑に結び付かな

かった児童もいた｡

《研究協議》

囲井先生から (岡山市立石井小)

6年生に対して質問

○関係図を使って立式をするのはいいと思

いましたO整数,小数,分数と段階を経

て立式するのもいいと息いました｡1時
間を1/3時間と考えるところは児童に
とって難しいのではないか｡児童の中で

は立式できるのかなあと思っている児壷

もいるのではないか｡

①第 1時目の分数×分数の立式で児童の様

子はどうであったか｡

②面積図のよさとはどういうよさで,児童

がどんなよさを書いていたら評価はAに

なるのか｡

①に対する答え

･整数 (×2.×3)や小数 (×2.3)
などは既習であることから,分数も同じ

ようにかけられそうだということを十分

に段階を追って話し合った｡帰納的に考

えて,子どもの意識を分数でもできそう

だと類推させるように話し合った.

②に対する答え

･授業後のノー トから把握するDノー トの

記述で,｢面積図を使 うと基準丑 (本時
では1/ 15)がはっきりする｣｢基準
量がすぐ分かる｣｢1/15が見つけや

すい｣という言葉があればよいと思う｡

長岡先生から (笠岡市立笠岡小)

4年生に対して質問

○評価はできるだけ1時間内に1つするの

がよいと考えている｡

(94年生の授業ではいろいろな場面で評価

する観点が複数あったが,どう評価して

いるのか｡

②ジャンプコースであ.い,うの3つの予
想の中で,いのやり方がよいということ

を子どもに捉えさせたいのか,子どもが

好きな考えを選んでよいのか教師の考え

はどうか｡

①に対する答え

･授業中では,考え方と関心を中心に評価

している｡知識 ･理解はノー トで評価 し

ている｡考え方は話し合いの場面で,関

心は自力解決の具体的な子どもの姿で評

価している｡

②に対する答え

･｢いの考えがよい｣とい うことを児童に
捉えさせたい｡いくつか問題を解くうち

に教え込みではなくて児童に捉えさせた

い｡

延岡先生から (備前市立香登小)

①前時の4/5×2のところで,1/5が
いくつあるかという場面はどうであった

か｡基準丑が1/5から1/15に変わ
るつながりはどうあつかったのか｡

②面積図がいいという拠 り所は｡
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①に対する答え

･面積図でマスが見えていても基準丑につ

ながらなかった｡前時とのつながりは特

に意識していないが,2時間が1/3時

間になるというところを大切に指導して
いった.I

②に対する答え

･子どもが説明しやすいというところがよ

いと思っている｡

加藤先生から (笠岡市立大島小)

①習熟度別ということであるが,どのよう

なテストでコース分けをしたのか｡

②コースを選択するときにどう助言したの

か｡

③自己評価してコースを変わるのはよいの

か｡

①に対する答え

･テス トでは,｢何百÷何十,3けた÷ 1
けたの筆算,次の商はおよそ何桁になる

か｣などの問題であった｡

②に対する答え

･分かれた1時間目なので子ども自身に選

択させた｡助言は特にしていない｡

③に対する答え

･自己評価の仕方としては,｢よかったこ
と,分かったこと｣｢いっしょにがんば
ること｣｢これから学習したいこと｣と
いう観点 (頭文字からよいこ)で自己評

価させていきたい｡

片山先生から (岡山市立妹尾小)

〇本時の ｢面積図を使って考える｣算数的

活動では,｢5つ分区切って,4つ分区
切ってJと教師が斜線を引いていたのは

やりすぎのように思われる｡子どもが図

に番き込んでいくのが本筋ではないか｡

○に対する答え

･かける数が前時は2で本時が1/3で,
1よりも内側に来るというのはハー ドル

が高いのではないかと考えた｡1/3を

はっきりさせた方が,どの児童にも基準

点を捉えさせることができるのではない

かと考えた｡

《指導 ･助言》

安井先生から (岡山市教育委員会)

04年生の指導について
･少人数指導は個に応じた指導として生き

る｡個に応じるとは ｢個人差に応じる｣

｢個性に応じるJの2通りがある｡本日

の指導では,学習速度,理解の早さに応

じてコースが分かれていた｡どの児童の

到達目標は同じである｡そのためには少

人数担当者と担任の連携が重要である｡

また,少人数指導が目的となってはなら

ない｡授業改善の方法として少人数の実

践を行ってほしい｡ねらい,時間,取り

組み方など工夫点はいくらでもある｡

･4年生のジャンプコースのあ,い,うの

考えのいのよさは,本時だけでは感じ取

りにくい｡学習が進む中で仮商を立てた

場合,いのよさを感じ取っていく｡また,

吹き出し法で児童の考えを整理していた

のがよいoO付け方などで児童の達成感
を襲うことも重要である｡

06年生について
･面積図は分数の計算の仕方に着目できる

よさがある｡計算技能ばかりではなくし

っかりと計算の仕方を考えさせたい｡

･授業の導入では関係図を使って演算決定

していたのはよい｡演算決定から数直線

を使って計算の仕方もこれでいくという

人もいるが,面積図は児童の視覚に訴え

るので分数のかけ算には有効ではないか

と思われる｡
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授業記録 轍 (榊 B･見且)

T :(問題を板書)

.- 間題 目一一-

: 96このあめを1箱に32こずつ入れると何箱できるでしょう｡l

問題がかけたら,式をノー トにかきましょう｡

T :式はどうなりましたか｡

6
Aへノ
6

9
"ど

9

C

T

C

23÷ です｡

してその式になりましたか｡

このあめを32こずつ箱に入れたからですC

C:96このあめを32こずっ分けるからです｡

T :答えもすぐに求められるかな｡
C :･････
T :どこが難しそうですか｡
C :わる数が32で2けただから｡

C :前は,90とか30だったけど今日のは違うから｡

C :前は1けた目が0だった｡

C :-の位が0じゃないから難しいです｡

T :きちんとした答えはでないかもしれないけど,見当ぐらいはつけられそうかな｡
C :･････
T :答えは100ぐらいかなあ｡

C :えー｡それはありえないよ｡

T:じゃあ,10ぐらい｡

C :10より下だと思うo

C:96は100に近くて,100÷30ぐらいだと思う｡

T :はっきりさせましょう｡

10より上だと思う人｡(0人挙手)

10より下だと思う人｡(全員挙手)

T :じゃあ答えは1けたってことかな｡

C :うん｡(うなずく子が多い｡)

T :きちんとした答えはでないけど,だいたい1けたくらいってことは分かったね｡

式はみんなすぐに分かったけれど,今日のめあては何かな｡
C:96÷32の計算の仕方を考えようです｡

T :計算の仕方を考えるんだけど,見当をつけたことをうまく使って考えましょう｡

みんなは,計算の仕方でいい方法を知っているよね｡
C :筆算だ｡

C :筆算の仕方を考えるんだな｡
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めあて 見当をうまく使って,96÷32の筆算の仕方を考えよう

T :めあてがかけた人は,筆算にかいてみましょう｡

32｢すす の商をたてて,その商をどうやってたてたのか,考え方を ｢ふきだし｣
の中にかいておきましょう｡

子どもたちはノー トに筆算をかき,96÷32の商をそれぞれ自分の考えた方法で見
当をつけて,筆算の手順をを思い出しながら計算していった｡

T :商は何がたちましたか｡

C :3です｡(拍手)

T: 3 -3はここにかけばいいのかな｡

32)96
C:違います｡6の上です｡
C:9の中に32はないからですo

c:96の中に32が3こあるから,6の上にかきます｡
T: 3

32)96
こうですね｡ じゃあ,どんな方法で3を見つけたのかな｡

C‥32×口-96の口の数を見つけました｡(後に,考え ◎ になる｡)
T:最初から32×3ってすぐに見つかったの｡

C:6の中に2が3回あって,9の中に3が3回あったから｡
C:ぼくは,96を90にして32を30にして ｢90÷30｣で3と出しました0

(考え 63))

C:96を90でなくて100にして ｢100÷30｣でだいたい3にしました｡

(考え ㊨ )
T 96-90
32-→30

90÷30で3 この考えはどうしたか分かりますか｡

C:-の位をのけて,十の位だけで考えたんだと思いますo
T:(｢十の位だけを見て｣と板書しながら)これでいいですか｡
C:(うなずく｡)

96- 100

32-→30

100÷30で3

＼ノ＼J /

これは?
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C:-の位を四捨五入して考えています｡
T:(｢四捨五入して｣と板書して)これでいいですか｡

これはどうしたのかな｡

C:たしかめ算で見つけています｡
C:かけ算にして見つけました｡
T:(｢かけ算で｣と板書)
T:3をたてた後はどうするの｡

C:かけます｡
T : 3

32) 96
96-これは,どういう計算をしたのかな｡

C:32×3ですo
T :それから?

C:ひいて0です｡
T :答えは3でいいかな｡

C:いいです｡
C:･････
T :困っている人もいるね｡どうすればいいかな｡
C:たしかめ算｡
C:32×3-96であっています｡
T :やっぱり3になったね｡みんながつけた見当はあっていましたね｡

他の数になってもできるかな｡
(36÷12 96÷24 を板書)
みんなはどの方法でやってみたいかな｡手を挙げてみましょう｡

C:(それぞれやってみたいと思う方法に挙手)

T :どうやって商をたてたかというのをかいてから筆算をしましょう｡自分のや りたい

方法だけではなくていろいろな方法でやってみましょう｡

子どもたちは,1問目で話し合った3つの方法で見当をつけながら,ノー トに36÷
12と96÷24の筆算をしていった｡

T:どの考えがよかったか発表しましょう｡

C:め(｢十の位だけを見て｣の考え)がよかったです｡
C:ぼくも36を30にして12を10にして30÷10で考えました｡
C:同じです｡
T:他の方法はどうだったのかな｡

C.･(㊨ の)四捨五入をしてやったんだけど,36が40になって12が10だから
40÷10で4になって,｢あれっ｣と思ったからたしかめ算で12×3と12×
4をして,12×3-36で12×3の方がいいから3をたてましたo

T:四捨五入の方法を詳しく説明してくれましたね｡他の人はどうですかo

c‥飽 )方法がよかったですOすぐできるからです｡
T:① (｢かけ算で｣の考え)は,どうですか｡
C:だめ｡
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C:12×ロ-36になるのを探すのは,すぐには分からない｡
C:ぼくは r十の位だけを見て｣の方法でして.3が分かっていたから (G)の考えでも)
できたけど,すぐには無理だと思う｡

このように,話し合いの中で3つの見当づけの方法について一つ一つ見直していきな

がら36÷12と96÷24の筆算の仕方を声に出して全員で確認 していった｡また,
答えがでた後,その答えが本当にあっているのかをそれぞれ,12×3-36,24×
4-96のかけ算をして確かめた｡

T :きちんとした答えが分からないから見当をつけたんだけど,見当のつけかたにもい

ろいろあったね｡いろいろな問題をしていくうちにどの方法がいいと思いましたか｡

C:十の位だけを見てする方法です｡(全員拍手)
T:それでは,十の位だけを見て見当をつける方法で ｢84÷21｣の商の見当がすぐ
につく人?

C :(多数挙手)

C:80÷20で4です｡
T:どうやって確かめるのo

C:21×4-84だからあっていると思います｡
T:75÷25ならどうかなo
C:70÷20で3です｡

T:今日のまとめをノー トにかいておきましょう｡｢96÷32は例えばこんなふうに

計算したらいい｡｣とか ｢これからはこんな勉強がしたい｡｣とか (寿 と ◎ をま
とめておきましょう｡

(板書)
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4年生 (深井先生)授業記録 平成 15年 11月1

1.問題を知 り,本時の練磨をつかむ｡

T (あめの絵を提示する)

T 何個あると思いますか｡

C よく分か りません｡

T 1,2･･と数えるのは大変だね｡

何か,よい方法はありませんか｡

C 10のかたまりで数えたらいいと思い

ます｡

T そうですね｡10のかたまりで数える

と,これだけありました｡

(図を旋示する)

:⑬⑬⑬⑲⑬⑬⑬⑩⑬①①①①①①

いくつあるでしょう｡

C 96です｡

T 正解です｡

そこで,今日の問題です｡

(問魔を提示する)

96このあめを1はこに32こずつ

入れます｡はこは何はこできるでしょ

う｡

C (児童は問題文をノー トに昏く)

T 何算になるでしょう｡

C わり算です｡(全員賛成)

T 式が言えますか｡

C 96÷32です｡(拍手)

T 理由が言える人はいますか｡

C 96個のあめを32個ずつ分けるから

です｡(柏手)

T 96÷32は今まで勉強 した式 とちが

うね｡

C はい｡今まで勉強 した式は, 96÷3

です｡

C 9÷3も勉強しました｡

C 90÷30もできます｡

T 80÷20はどうですかD

C できますo

T 80÷20,90÷30ならできます

ねCいくらですか｡

C 80÷20は4です｡

C 90÷30は3です.

T でも.きょうの式は96÷32で,ち
ょっとむずかしいね｡

C 今までの計算は,-の位の数字がなか

1日

ったけど,今 日の計算は一の位に数字

がありますo

T 今 日の計算の答えが予想できますか｡

C 予想できます｡6くらいかな｡

C えっ.3じゃないのかな｡(拍手)

T どうして3だと思いましたか｡

C 10円玉で考えて,9個 と3個で3に

な りそ うだ と思いました｡

T ⑬と①のどっちを見たのかな｡

C 両方です｡

T 両方見るのは難 しいね｡まず,どつち

を見たらよいで しょう｡

C ⑬です｡(賛成)

T ⑬をみて ･･,何÷何 と考えたのです

か｡

C 90÷30です｡

T なるほど｡でも, 3は答えの予想です

ねO正しいかどうか.どうやって確か

めますか｡

C 十の位と-の位で｡

T 答えの3を使ってできませんか｡

C 32×ロで,口に3を入れると96に

なります｡

C 賛成です｡ 32×3で答えが 96にな

ったら3が正 しいです｡

C わ り算でわる数 と答えをかけるとわ ら

れる数になるからです｡

T 32×3を筆算で 32

確かめておきまし × 3
ようB 96

T さて,ここで今までのことを整理 して

おきます｡

(D商を予想する

96÷32の96をおよそ 90,

32をおよそ30と考えて

90÷30-3をする｡

②商をかける

32×3-96

③比べる

32×3-96の 96と最初の式の

96÷32の96を比べる｡

一致 したら3は正確な答え｡

T 商を予想 して.予想 した答えが正 しい

かどうかを確かめま したが,これは使

えそ うですか｡

C 使えると思います｡

T 84÷21になってもできそ うです

か｡
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2 商の見当づけの仕方を考える｡

T (｢商を予想して確かめよう｣ と い う

本時のめあてを板書する｡)

84÷21は,いくらくらいだと思い
ますか｡

C 4だ と思います｡(15.6名挙手)

T 予想した式をノー トに書いてみよう｡

C (予想式をノー トに書く)

3 見当づけの仕方を話 し合う｡

T どんな式で予想しましたか｡

C 80÷20です｡

C ぼくは,8÷2です｡

C 8÷2は80÷20をや りやすくして
いると思います｡

T 80÷20を簡単にしたのが8十2で

すか｡80÷20をノー トに響いてお
いて4ですね｡

次にすることは何ですか｡

C 商をかけます｡

C 21×4です｡

T いくらですか｡

C 84です｡(拍手)

T 次は何をしますか｡

C 21×4-84の84とはじめの式の

わられる数を比べます｡

T 比べてみるとどうですか｡

C どちらも84で同じです.

T と,いうことははじめに予想 した4は

今もおよそ4ということでいいです

か.

C 4が正しい答えということです｡

T そうですね｡

同じように75÷25もできそうです
か｡

C できます｡3かな ･･

T どんな式で予想しましたか｡ノー トに

率いてみなさい｡

C (各自ノー トに検討を立てる式 とその

検討を確かめる式をを書く)

T どうですかo

C 70÷20で考えました｡

C およそ3と考えました｡

T 割 り切れましたか｡

C 3あまり10です｡だからおよそ3と

考えました｡

T 確かめましたか｡

C はい｡25×3で75です｡

T 筆算でしてみよう｡

T (右のような筆算を板書)

次は,どうすればよいで

すかB

25

× 3

75

C 筆算の答えの75とわられる数の75

を比べて同じになることを確かめま

す｡

C だから,3で正しいことが分かります｡

T そうですね｡3つの計算から,｢商を
予想 し,その商を確かめることで正し

い答えを求めることができる｣ことが

分かりました｡この手順はどこかでや

ったことがありませんか｡

C 筆算です｡(賛成多数)

4 筆算の仕方を考える｡

T 筆算はどんな順番でしますか｡

C ①立てる②かける③ひく④おろす.で

す｡

T 今日,最初にした96÷32を筆算で

事いてみましょう｡

C (各自筆算をノー トに香く｡)

5 筆算の仕方を話 し合 う｡

(D商を立てる

どこの位に 32)96

商を立てま 1
すか｡ 3

C -の位です. 32)96

T 十の位 じゃ

ないのですか.

C 9の中に30がないから立てません｡
十の位に3と書くと30になってしま

T

C

C

います｡

なるほど｡では,次は何をしますか｡

かけます｡

32×3を

します｡

T 次は｡

C ひきます｡

C 答えは3.
T 84÷21

でもできます

か｡

96

96
↓

3
一96

96

C できます｡

T ノー トに育いてやってみましょう｡で

きた人は,75÷25もやってみまし
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よっ｡

C (84÷21,75÷25の筆算をノ

ー トに書く｡-中略-)

T 最後に ｢よいこ｣のまとめをしておき

ましょう｡

よ ･･よかったこと,わかったこと

い ･･いっしょにしてよかったこと

こ ･･こんどやりたいこと
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6年生 (鈴木先生)授業記録 平成 15年 11月11日

1.前時までの学習をふ り返 り,本時

T (問題を提示する)

かべにタイルをはります｡ 1時間に

4/5平方mのタイルをはる人が口時

間はりました｡どれだけの広さがはれ

るでしょう｡

C (児童が問題文を読む :2人)

T 今までの学習で問題文の口にはいろい

ろな数が入 りましたね｡例えば,どん

な数が入 りましたか｡

C 2時間ですo

C 5時間です｡

C 1/3です｡

C 2,3です｡

C 0,8ですo

C 8ですo

T 2時間の時は何算になりましたか｡

C かけ算です.

T 式はどうなりますか｡

C 4/5×2です｡

T どうしてかけ算なのかな｡

C l時間では4/5平方mでそれが2回

分だからです｡

T 図を使って考えましたねoどんな図だ

ったかな｡

C 面積図ですo

T 何算か分かりやすいのはどんな図でし

たか｡

C 関係図です｡

T 関係図で何算か鋭明できますか｡

C 1時間と書きますcl時間の下に4/

5平方mで,2時間と書いてその下に

□平方mと書きますD

T この後が大切ですね｡

C 上の方に矢印を沓いて2倍と書きま

す｡

C 下の方にも矢印と2倍を書きます｡

T 式はどうなりますか｡

C 4/5×2です｡

T 2.3の場合はどうですか｡

C 4/5×2.3です｡

T 1/3時間だったら･- 0

C 4/5×1/3です｡

T 2/3時間だったら･･･

C 4/5×2/3です｡

T 今までどれを勉強してきたかなD

C 4/5×2｡

C 4/5×2.3ですo

T では,今日はどれを勉強しようかo

C 分数をするQ

T 1/3と2/3ではどっちからしよう

か｡

c 数の小さい1/3からしたいですo

T (本時の学習について板番をする)

どんな図を使って考えたらいいです

か｡

C 面積図です｡

T では,面積図でいうと1/3時間はど

こかノー トに書きましょうo

C (ノー トに面横国をかく)

T (黒板に面積図を提示)

T (面積図を全体を指して)何平方mで

すか｡

C 1平方mです｡

T 4/5平方mはどのあたりかな｡

C 1平方mを5つに分けた4個分です｡

T (面積図を5つに分ける線を引いて)
4/5平方mに色を塗ってごらん｡

C (ノー トに色を塗る)

T (黒板の面積図に色を塗 り)

時間を昏く必要があったね｡

C Oです｡

C 1時間です｡

T 昨日の2時間の場合ではどうしたのか

な｡

C 2倍にしましたD

T 1/3時間の場合どうしたらいいだろ

う｡
C 減ると思います｡

T どうしてそう思った｡

C 1を3分の1に分けたのだから減る｡

C 1を3つに分けた1つ分だから減 りま

す｡

C 1を3等分したらいいから減らないと

おかしいo

T (面積図を指しながら)

ここを何等分するの｡

C 3等分です｡

T (黒板の面積図を3等分する)

タイルの広さが分かるようにしよう.

求めるところはどこでしょう｡

C (斜線を引いている)

T 前に出て示 しましょう｡



C (前に出て示す)

T いいですか｡

C (拍手)

T ここ (横の辺)の目盛 りは｡

C (面積図を示して)

1/3と2/3です｡

T 求めることができたので面積図を使っ

C 5つです｡

T 横にはいくつ分かれた｡

C 3つです｡

T 15を計算で出すとo

C 3×5-15

C 5×3-15でもいい｡

T まとめて言うと｡

て説明できますか｡では,今日のめあ C 1/15が4つあるから4/15｡

ては ｢面積図を使って4/5×1/3

の計算の仕方を考えよう｣としますC

(めあてを板書する)

2.4/5×1/3の計算の仕方を考

T では,答えがいくらになるか説明を考

えてみましょうo

C (考え中)

T (机間指導中)

T (黒板の面積図を示して)

1つの広 さはいくらかな｡それ を使

って説明してごらんo

(再び,机間指導)

3.4/5×1/3の計算の仕方を話

し合 う｡

T まず,答えはいくらですか｡

C 4/15平方mですC(拍手)

T どうして分かったか面積図で説明して

みましょうD

C (前に出て)

1ますが 3×5-15.15分の 1

で4つ分で4/15平方mです｡

T lますがいくらですか｡

C 1/15ですc

T 本当ですか｡どこにも15の数がない

よCどうして15なのかなo

C 1/5の部分を3つに分けた内の1つ

が1ますです｡分母が大きくなるほど

大きさは小さくなる｡1/15が4つ

分です｡

C 1ますは1平方mの15こに分けた 1

つだから1/15です｡

T どういうふうに15等分してある｡

C 1/15が15こ並んでいる.1/1

5は1/5×1/3でもある.

T たてにいくつ分かれたかな｡

C l平方mで1/ (3×5)が4つ分あ

るからです｡

C l平方mを15に分けた1/15が4

つ分です｡

C 15に分けた1/15が4つ分です｡

C 1/15が4つあるから1/15×4

で4/15です｡

T (児童の意見を板書する)

T 面積図のいいところはどこですか｡

C 小さい四角のいくつ分を求めたらいい

で+.

T 1番小さい 1ますを見つけるのにいい

ですね｡これって1/3時間の時だけ

に言えるのかな.1/5時間ではどう

かなo

C できそう｡

T (面積図を配布する)

1/5時間の時を求めてみましょう｡

1/5時間の時,どうなるかな｡式は

どうなりそうかな｡

C 4/5×1/5です｡

T (坂寄する)

C (考え中)

T (机間指導中)

T この後 (縦の線を引く前に)どうしま
したか?

C 縦の線を5等分しました｡

T どうしてですか｡

C 1/3の時は3等分,1/5だから5

等分です｡

T (横の辺の)目盛 りはどうなりました

か｡ 目盛りの2番目は0 3番目は｡

C 1/5,2/5,3/5です｡

T ここ (青い1ます)はいくらになるか

説明してごらん｡

(机間指導)

T 答え (青い1マス)は｡
C 4/25 (柏手)

T どうして分かったんですか｡面積図で

説明しましょうo

C 1/25が4つです｡
1/25が4つで4/25.
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T どうして1/25を見つけたのです
か｡

C 1平方mが縦5つ,横が5つ,25等

分しているので1/25です｡

T (面積図で説明)

もう1人説明してください｡

C 縦と横が5つずつあって,それをかけ

ました｡

T lますは｡

C 1/25です.

T 25の計算の式は｡

C 5×5です｡

T どうしてですかd

C 縦と横が5等分だからです｡

T いつも1/25で,1/○を考えると

いいね｡

4.本時のまとめをする｡

T 面積図を使 うとどんなことが分かりま

したか｡

C 分数と分数のかけ算ができる｡

C l番小さい四角がすぐ分かる｡

C 式の細かいところがよく分かって答え

が分かりやすいo

T (まとめを板書)

面積図を使 うと･･i(児意の言葉)

T まとめを発表しましょうo

C lますが分かりやすい｡

C 1つ分がよく分かる｡

C 答が簡単に出るo

C 分数かける分数の計算が整数と同じよ

うにできる｡

C 面積図は分数かける分数で使える｡

C 面構図は分かりやすい｡

T では,次の時間は分数かける分数で,

2/3の場合を考えましょう｡
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岡山大学算数数学教育学会 十周年記念 授業公開 講演会

中学校 公開授業 研究協議会 記録

平成 15年 11月11日(火)

中学校での公開授業は,木村善生先生(岡山大学教育学部附属中学校)の ｢比例と反比例｣

の授業と大月-泰先生(岡山大学教育学部附属中学校)の ｢相似な図形｣の授業でした｡

｢比例と反比例｣では.街灯の下を歩く人の影の動きを

捉えて,比例の関係を考えさせる授業でした｡

｢相似な図形｣では,任意の四角形の4つの辺の中点を結

んでできる四角形は何か,またひし形や長方形になるのは

もとの図形がどんなときかを考えさせる授業でした｡

この授業の後の研究協議会の記録を,ここに報告します｡

水島中学校の余伝 宏校長先生の司会で,会が始まり,

はじめに大月先生の授業に対する反省や説明があり,その

後,質疑応答がありました｡

2005年度に文部科学省の予定では,各教室にコン

ピュータとプロジェクタが入るということで,今回の授業

でも意識して,件図ツール,コンピュータ,プロジェクタ

を使用した｡この単元11時間中4時間に使用している｡

最近のプロジェクタは明るく,黒板に写しても,今回のよ

うに使えることも紹介したかった｡写した上にチョークで

番くこともできる｡また,紙に書くのでは,周囲4,5人

にしか図がわからないが,プロジェクタに移すことによっ

て,全点のものにすることができる｡

今回,中点連結定理に注目させたかったが,今回のよう

な場面でなかなか使えないのが実情である｡対角線をうま

くひけたかがポイントとなった｡さらに,発展では,対角線に目をつけることができにく

いと予想していたが,授業では,あっさり出てきてしまった｡机間指導によって,生徒の

意見を吸い上げ,OHPに写したりしながら,生かしていけたのではないかと考えている｡

はじめに特殊な四角形を書いた生徒はどれくらいいて,

それによる後への影響はどんなものがあったかという質問

に対して,長方形が多く7,8名いたo正方形は2人程度.

やはり,特殊な四角形を書いた生徒は,対角線がうまくひ

けない生徒が多かったと見ていますという答えでした｡次

に,発展課唐の結果の証明は課周にするのかという質問に

対して,特に証明まできちんとさせるところまでは考えて

いない,今回の授業の内容のほうを重視しているという答

えでした｡もうひとつ,作図ツールは他にはないのかという質問に対して,以前はカプリ

というソフトを使っていたが,今回の東書のものやネット上のソフトもあるという答えと

ともに,実際にネットにつないで紹介もしました｡
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次に,木村先生から授業に対する反省や鋭明があり,その後,質疑応答がありました｡

この授業は,東香の改定前の ｢比例と反比例｣にあったもので,現在は啓林館の ｢相似｣

にある内容です｡あえて1年生でこの授業をしたのは,実際の動きを関数としてとらえさ

せたいというねらいと3年でもうー度相似として出すことによってさらに理解を深めさせ

たいねらいがあったという説明がありました｡次に,表が出たと同時に比例と判断して,

興味が下がってしまったことや自由な発想をしっかり引き出したかったが,あまり出せな

かったこと,発展では,他のクラスでは曲線になるという意見が多く,議論になったが,

今回はあまりでなかったことなどの反省がありました｡この授業では,テレビを使う授業

を紹介したかったことを言われましたO教材や示装置,コ

ンビュータ,グラフ屯卓などさまざまなものがテレビにつ

なぐことができます｡細かいところは見えないけれど,ポ

イントポイントで使って理解を深めさせていきたい考えを

出していました｡

普段どれくらいワークシートを使うのかそれはファイル

とかに閉じさせているのかという質問に対して.特に使用

するところを限定はしていない,大切なところや使うのが

有効と考えたところで使っている,保存はノートに貼っていく形でしているという答えで

したOまた,発展での生徒の反応が多すぎて分散してしまうのではないかという質問に対

して,図としていくつか出させて練り上げていく形をとらせていきたいことや実際に点を

取らせて理解を深めさせることをこたえていました｡

最後に,県教育センターの金光 -維持斗主事の指導助言がありました｡

特に附属の研究ではなく,普段の投薬での工夫を見せて

もらったこと,ぜひ今日の内容を持ち帰って生かしてほ

しいことを皮切りに始まりました｡本時の目標をしっか

り持って授業をしており,指導案にも現れている｡こう

いう力をつけさせたいというものがはっきりしているこ

とが大切である｡これが絶対評価にもつながっていくと

思うOそして,それをするために,どういう手立てで,

教材でしていくかが大切になってくる｡中点連結定理を

音斡させる,説明してしまうのでなく試行錯堺させながら理解させるといったことが明確

である必要があるCそして,IT化ということで.さまざまな機器を使用して理解を深め

ることも大切であるc数学では,課題把握とまとめで使うのが基本ではないかと思うOと

いう指導助言をいただきました｡そして,大月先生の授業では,4つの四角形の関係を並

列ではなく,ベン図で確認した後,こうだからこうなるという論理的な考え方を引き出し

て生きたい,木村先生の授業では,式と表とグラフの3つのうちすべてを使ってもいいし,

いずれかを使ってまとめてもいいのではないかという意見をいただきました｡最後に,ぜ

ひ見てもらう授業をして,切瑳琢磨していってほしいという希望を言われ,まとめられま

した｡

(平野 圭一)
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授業の実際

平成 15年 11月11日 (火)第3限 lC教室 指尊者 木村 善生

題 材 比例と反比例 ～比例の利用～

具体的な草魚の中から2つの数丘をとらえ,図や表,グラフを用いて追究していくことで適切に分

析を行い,数理をつなぎ,比例の関係を兄いだしていくことをねらいとしたDその過程で数学的な見

方,考え方のよさに気づかせたいと考えたO

比例 ･反比例の学習で,実生活において数免を関係的に探求する基礎となるように,具体的な事象

を題材として多く取り上げ,数学的活動の楽しさを味わい,主体的に問題解決を行い,実感を伴った

理解がなされるようにしていきたいと思っている｡従来この題材を取り上げて授業を行っていた当時

揺,小学校6年で縮図と拡大図を学習していた｡したがって,この関係を縮図を用いて表すことはど

の生徒も比較的容易に考えられた｡しかし,その内容が中学校の相似の学習に統合された現在では,

それは容易ではない｡だからこそ,個々の生徒が既有の ｢知｣として持っている数理を駆使して分析

し,追究していく,その括財で学びをつなぐ,そのような授業の展開を考えたわけである｡

導入に使用した 情景図

深厚解決の方法を検討する場面では,敏師の,

｢街灯から人までの距離と,影の長さの関係を考えよう｡どんな方法が考えられますか｡｣

という発間に対し,生徒からは次のような反応が帰ってきた｡

｢今は,街灯の影もできないから,教室で調べられる方法ってなんだろう｣

｢懐中屯灯か何かで,街灯の代わりをする｡｣

｢小さい模型で考えればいい｡｣

｢実験しないで図に描けばいい｡｣

実験をしようとした生徒はちょっとがっかりしたが,どんな図が措けるかということになり,必要

な二つの数量の変化さえわかればいいということに気づき,それぞれが工夫した図を方眼紙に描いて

いった｡多くの生徒が陳腐を自分のものとしてとらえ,取り組むことができた.

街灯から人までの距離と.影の長さの変化をイメージしやすいように.作図ツールを提示用に使用

した｡
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作図ツールを使用した提示画面

生徒は図から得られた値を図やグラフに表し,比例であることを実感できた｡また,図から算数の

比の学習を思い出し,形の等しい図形の比という親点からとらえる生徒もいて,後続の相似の学習-

のつながりもみられた｡

学習プリントの最後に書いた,生徒の振り返りには,次のようなものが多かったD

･身近な街灯と影からも比例が見つけられた｡

･比例関係が日常の生活の中にも成り立っているということが分かりましたo

･発展課題として,道を横に歩く時を考えてみたのは.楽しかった｡市初影の頭はこのように動くと

思った机 人の動いたあとと平行になることは気つかなかった｡比例するからなるんだなと分かった｡

身近な形から比例関係を発見したことは,生徒に数学の日常性や有用性を生み,情意の面でも変容

が感じられる内容のものが多くみられた｡
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生徒のワークシー ト
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公開授業 高校の部

日 時 平成15年 11月 10日

会 場 岡山県立岡山南高等学校

授業者 贋谷 英治

記 録 末席 聡

単 元 数学Ir2次関

数｣-2次関数の最大 ･最小～

本授業は,｢2次関数｣の単元ではまとめにあたる授業である.授業課題は,文字係数をもつ2

次関数の最大 ･最小問題で,生徒にとってもわかりにくい内容であるが,グラフ奄卓を活用し,

aに具体的な数値を代入して最小値を調べる活動を取り入れ,閉居に親しみやすく工夫をしてい

た.さらにこの最小値を調べる活動はグループで行い,数学的な活動に生徒全員が取り組みやす

くなるような工夫もできており.個人では自信のない生徒もグループでの活動の結果を発表した.

授業展開は以下の記録の通りである.また,授業後の協議の内容について議事録を掲載する.

授業展開の実際と生徒の反応
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(2)学習課題を知る.(3)調べたことを発表する(4)平方完成を利用し Y1=x2-ZH◆E

N;n;TYILJn -
㍑=o y:S 答 H:.開聞聞き Y=ヽ

えを発表し,同時に平方完成で課題を解決した人,グラフ電卓を使つ

た人にそれぞれ全体の1/4,1/3程度であった.

｢aを変化させたときのyの最 . 一冊 片岩 ∃

I小値の最大値を求める｣という学 ,'1習課題に取り組む.具体的にはa .l'.-J r

値の変化を調べるが,ここでグル pU ー:-プ(6-7人)に分かれて学習を始 L Jf :
めるので,分担してこの課題に取

り組んだ.

各グループで,8が 1,2,3,4,5- となるときの最小値を分担して求

めた.結果は次の通り.

a l l l 2 1 3141 5 l l

*,J､値 J 4 1 6 1 614J o J J

最小値の変化を見たときに,最小値を最大にする定数は2,3あたり

であることが予想できる.2.5でやってみると,最小値の値は次のよ

うになる.

て,課題に取り組む(5)まとめ グループの発表は以下の通り.

グループ F I J 2 13 14 1 5 16 1

調べた値 12bゝ3 12か3 12.512.5 12.5 L2.6l

文字係数の2次関数の平方完成は Y己=-粁咋H

はじめての問題であったが,同じ

ように平方完成に取り組んだ.頂
点のy座標の値は -a2+5aとな

り,この最小値を最大にするaの _

値をグラフ電卓で調べた. H=Z.S V=G.ZH

このように,最小値を最大にするaの値は,具体的に数値を代入して

予測した数値が,平方完成をつかって求めたものと一致することがわ

183-



研究協議 ｢数学 1 - 鹿谷氏の実践について - ｣

司会者 三輪 峯

助言者 高橋教授,坂田教授,梅田指導主事

授業者 虞谷 真治

記 録 末席 聡

1.あいさつ (三輪)

研究授業に参加いただきありがとうございます.贋谷先生,ありがとうございました.研究協

議ということですが,今日は,中学･高校の教員もご参加いただいておりますのでいろんな側面

からご発言ください.

2,授業者感想 (鷹谷)

本日は,公開授業においでいただきましてありがとうございました.また授業で,生徒の電卓

の使い方の支援をしていただいてありがとうございました.中間考査でグラフがきちんとかけた

生徒は,1/3程度でした.日頃からグラフの様子を見て最′ト値がわかるような指導はしていま

す.平方完成でグラフを求める力は必要であるが,ツールの利用で数学的な考え方を学ぶことも

大切だと思っています.今日の授業は,こちらが予想したほどグラフ電卓が使いこなせませんで

したし,平方完成ができなかった生徒もいて,復習の必要を感じました.しかし,週2時間の学

習ですからなかなか定着が難しいのが現実です.今日の課歴は,出題の意図がわからない生徒も

いて,出題の仕方が唐突であったと反省しています.グループ学習の形態にしたのは,6,7人

でそれぞれが一つずつ調づて6,7つのデータで考察して欲しかったのです,しかし,今日の実

践を通して,電卓が授業で生かせるという気持ちを持ちました.しかし,やや教え込みをしてし

まったという反省があります,また,評価基準を設けたものの十分に評価をする余裕がありませ

んでした.どうぞご指導をお餅いします.
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3.質疑

Q 平方完成をするときにxの係数が奇数の場合,平方完成の練習のところではどの程度され

たのでしょうか?

A 一度もやっていません.練習問題の中には何点かあるのですが今回初めてでした.

Q 指導案の本時案のほうに,評価配慮事項のところに 2.5とこたえた生徒には個別に聞くと

いうことでしたが,どのような様子だったのでしょうか?

A その時点に 2次関数の変化について気づいている生徒はいなくて.根拠のない予想のよう

な回答がすべてでした.実は,教員のいうことを聞かないで,平方完成をしてくれないかと思っ

ていました.しかし,この思いに反して,生徒は予想の確かめを2.5,2.6と確かめをしていて,

平方完成をした生徒はいませんでした.

Q 中学を教えていますか,電卓を使いこなすまでの時間はどうですか?

A 個人差があります.商業の生徒はとても早かったが.携帯屯話の習熟度に似通っていて,

興味をもった生徒は早いが,そうでない生徒は使わない場合もあった.グラフ屯卓はこれまで8

時間利用しています.

Q 中学を教えていますが,2と3で出てきたところで子どもからどのような予想がでてくるの

かということに興味があったのですが- .予想についてはどのようなウエイ トをもっていまし

たか?

A 対象性に気がつくとか助言をしてやろうと思ってはいたのですが,こちらが予想するより

早く2.5が出てきてしまって,2.5が出た生徒に対して質問を深めることができませんでした.

と思います.

Q 生徒が質問をよくしていましたが普段からかなりしているから,あれだけ質問が出るので

すね.普段から工夫があれば教えてください.

A 日頃から質問にきちんと答えるように,時間をとっています.

その他ご意見

･ 2aは5aは簡単に入力できるのでよく考えられた問題でしたが.電卓を活用するような場

合には,できるだけ問題はオープンな課題が合います.この間題の場合,絶対通過する点が

出てきますが,Ⅹ~2-a(xl2.5)という式に変形できれば,x-2.5のときに,グ

ラフ上の不動点があらわれます,これに気づけは,解法も他にあるはずです.

･ aに1,2を代入するというところで,何をしたらいいのかわからなかった.a,Ⅹ" yの

ことがよくわからなかった生徒がいたように思います.グラフを重ねて描けばどうだったん

でしょうか?

4.指導講評 (岡山県教育庁指導課指導主事 梅田 和男 先生)
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まず,この会が10周年を迎えたということでお喜び申し上げます.今後とも有意義な活動を

すすめられることを期待します.学力向上推進事業では,いままでの取り組みを振りかえって,

新しい視点をつくっていっています,いま求められている力は,問題発見の力,論理的に考える

力,相手にわかるように説明する表現力が大切になっています.高等学校の授業は一方的になり

がちですが,本授業は生徒がまず考えようというスタイルがありよかったと思います.グループ

学習のスタイルにしても,教材の性質上,適切であったと思います.気になったところが一つあ

りましたが,最初の課題の提案で,a-1,2- と変化させて,最小値を調べるという提案で

よいのかということです,まずはじめに,問悟の関数の最小値,最大値があるのかどうなのか,

その上でa-1,2- と変化させて調べたらどうかということに生徒が気づくという流れがつ

くれないかどうかと思いました.生徒の気づきが前面に出るという視点は,これからの授業づく

りに配慮していただければと思います.また,評価に関しては,当初計画していた評価基準を見

る場面をつくるということはなかなか難しいことでして,評価をするには,きちんとその場を作

るような計画がなければならないでしょう.ありがとうございました.
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